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第 23 回川部会 WG（地先モデル）の進め方            H26.11.14 

１. 本日の WG 概要 

本日のＷＧは、青木川を守り美しくする会と梅坪水辺愛護会において、矢作川地先モデル

についての現地調査を行います。 

 

１）開催日時  ：平成 26 年 11 月 14 日（金）13:30～16:50 

２）集合場所  ：愛知環状鉄道 大門駅 

３）調査箇所  ：常磐学区市民ホーム（青木川を守り美しくする会） 

豊田市職員会館（梅坪水辺愛護会） 

４）参加対象者 ：市民・関係団体・学識者・行政 

 

２. 矢作川現地調査について 

各調査個所について、現状の課題等を確認し、意見交換します。「主な視察ポイント」を以

下に示します。（現地調査ルートは次ページ参照） 

 

【現地調査箇所】 

№ 場所 
活動団体・管理者 

（説明者） 
主な視察ポイント 

① 常磐学区市民ホーム 青木川を守り美しくする会 ・活動内容 

・地先の課題 

② 豊田市職員会館 

（３階 第１部室） 

梅坪水辺愛護会 ・活動内容 

・地先の課題 
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【見学スケジュール】 

13：30  大門駅 出発 

        （マイクロバスで移動） 

14：00～15：00 「①常磐学区市民ホーム（青木川を守り美しくする会）」の現状

確認（60 分） 

        （マイクロバスで移動） 

15：40～16：40 「②豊田市職員会館（梅坪水辺愛護会）」の現状確認（60 分） 

        （マイクロバスで移動） 

16：50  新豊田駅 到着予定 
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参考：地先モデルの活動方針について（第 3回全体会議資料の抜粋） 

 

■テーマ  地先の課題：地先モデル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標：関係機関調整の場の提供と（仮）

専門家リストの作成・試行的運用、

個別課題の情報共有、解決の方向性

検討の進展 

運営方針： 

「河川空間利用に関する調整の場の

提供」と「（仮）専門家リストの作成」

を優先的に検討する。 

各課題の情報共有と解決の方向性を

検討する。 
地先の活動団体等をリスト化し、情

報共有の場を提供する。 

○活動を軌道に乗せるには、矢作川研究所のような行政

と市民の間に立つ調整役が必要か、また、どのように

体制を構築していくかについて今後検討していく必

要がある。 

○行政のバックアップが重要であることを確認。 

○活動場所をきれいに保つことが、マナー違反の抑止に

つながることを確認。 

○マンパワー不足に対して、地元の若い世代との連携が

有効である。 

○専門家リストについては、各組織より各分野のキーパ

ーソンや活動団体の情報提供を行う事が必要である。

目標・運営方針から見る活動内容 ＷＧ時の意見交換内容から見る活動提案 

① 活動環境に関する課題について 

活動団体ＭＡＰの作成（川に関わる活動団体の把握） ／ 活動団体へのヒアリング（地先の課

題の抽出） ／ 個別課題の情報共有 ／個別課題の解決の方向性の検討 など 

② 活動推進上の課題について 

河川空間利用の調整（関係機関、市民意見の反映）の場の提供 ／（仮）専門家リストの作成・

試行運用 ／ 課題解決の方向性の検討 など 

《来年度の活動内容（例示）》 

 

○ ＷＧメンバーからの矢作川本支川に関わる活動団体の情報提供により、活動団体ＭＡＰを作成し

つつ、協力いただける活動団体へのヒアリングを通して、地先の課題を抽出する。 

（事業実施に関わる地域の活動団体を対象とすることも考えられる。） 

○ ＷＧメンバーからの矢作川本支川に関わる専門家の情報提供により、（仮）専門家リストを作成

する。 

 

今年度の活動方針（案） 



 

１．団体について、ご記入ください。 

団 体 名  代 表 者  

所 在 地  

＜ご連絡先＞ 

担 当 者  メ ー ル  

電 話  F A X  

２．団体の活動について、ご質問します。 

（1）主な活動場所は、どこですか？ 

例：矢作川△△橋上流右岸、○○川の□□町周辺 

 

（2）主な活動内容には、どのようなものがありますか？ 

例：河川清掃、生物観察、樹木伐採、遊歩道整備 など 

 

（3）活動する上で課題があれば、教えてください。 

例：持ち出しが多い。○○用の機材が不足している。○○に対して、行政の協力がもっとほしい など 

 

３．矢作川流域圏懇談会について、ご質問します。（あてはまるものに○をおつけください） 

（1）矢作川流域圏懇談会をご存知でしたか？ 

a．はい   b．いいえ 

（2）矢作川流域圏懇談会（川部会）の活動に、参加してみませんか？ 

a．ぜひ参加してみたい     b．オブザーバーとして一度見学したい 

c．興味があるので検討したい  d．興味なし 

 

 

 

４．矢作川流域圏懇談会へのご意見・ご要望（自由記入） 

 

  

活動団体アンケートシート 

矢作川流域圏懇談会（川部会）では、川の周りで起こっている課題を解決すべく、市

民・行政・学識者などが参加して、月１回のペースで活動を行っています。 

（詳細は、同封のパンフレットなどをご確認ください。） 
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